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USB 巧電 
AC 電源アダブター 


A 警告 I A A 

下記のミち意を守5ないと、义災 • 感電により 
大け方 i の原因となりまず。 


取扱説明書 

お買い上げいただ舌ありびとラございます。 


分解や改造をしない 

乂災や感電の原因となることびあります。 

内部の点検や修理はお買い上げ店またはソニーサービス 
窓□にご相談ください。 


A 韓化 I 電気製品は安全のための注意事項を 
^ ^ C I 守らないと、火災や人身事故になる 
ことびあります。 

この取扱説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全に 

お使い < ださい。 

お読みになったあとは、いつでを見られるところに 
必ず保管して < ださい。 
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巧部に水や異物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因となります。万一、 
水や異物び入ったとさは、すぐに USB 巧電 AC 電源アダ 
プターをコンセントから抜いて、お買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓□にご相談ください。 

本機を使巧しないとをは、電源プラグ部をたたんでおい 
て < ださい。 



五警吾まをのために 


ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しか 
し、電気製品はすべて、まちびった使いかたをすると、火 
災や感電などにより人身事故になることびあり危険です。 
事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 


湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所、直射日光 
のあたる場所、水や薬品などがかかるおそれのあ 
る場所には置かない（特に風呂場では絶対に使用 
しない） 

上記のよラな場所に置くと、火災や感電の原因となるこ 
とびあります。また、本機の近くに水の入った容器など 
を置かないで < ださい。 


安をのためのを意事項を巧る 


この「安全のために」の注意事項をよくお読みください。 


定期的に点巧ずる 


1年に1度は、 US 巨充電 AC 電源アダプターとコンセント 
との間にほこりがたまっていないか、故障したまま使用 
していないか、などを点検してください。 


巧障した3巧わない 


動作びおかしくなったり、 USB 充電 AC 電源アダプター 
び破損しているのに気づいたら、すぐにお買い上げ店ま 
たはソニーサービス窓□に修理をご依頼ください。 


異常び起をた S 


〇 USB 巧電 AC 電源アダ 
ープ ターを コンセントか 
ら抜く 

©お買い上げ店またはソ 
二ーサービス窓口に修 
理を依頼ずる 



0 

禁止 


本機は対応機種 W 列では使わない 

火災やけびの原因となることびあります。 

0 

禁止 

お手入れの際、電源プラグを巧く 

電源プラグを差し込んだままお手入れす 
ると、感電の原因となることびありま 
す。 

运 

フラグをコン 

セントから巧く 

雷が嶋りだした5、電源プラグに邮れない 

感電の原因となります。 

接融禁止 


めれた手で USB 巧電 AC 電源アダプターをさわ5 
ない 

感電の原因となることびあります。 



警告表示の意ほ 

取扱説明書および製品で 
は、次のよつな表 W をし 
ています。 

表示の内容をよく理解し 
てから本文をお読みくだ 
さい。 


垃警告1 

この表示の注意事項を巧 
5ないと、火災-感電な 
どにより死 t や大けがな 
ど人身事故の原因となり 
ます。 


应^ミ主意 I 

この表示の注意事項を巧 
らないと、感電やその他 
の事故によりけびをした 
り周辺の家財に損害を与 
スた〇することがあ0ま 
す。 


ま意を促ず記号 

善会 


行為を禁止ずる記号 

0 (S) 

禁止 めれ手禁止 

® 0 

分解禁止 接細禁止 


行為を指示ずる記号 

€ 

プラグをコン 
セントから抜く 



USB 巧電 AC 電源アダプターを巧団などでおおつ 
た状態で使わない 

熱びこもってケースび変あしたり、火災の原因となるこ 
とびあります。 


0 

禁止 



怪^を意 I 

下記のを意事項を守5ないと、け■占 i をしたり 
周巧の家財に損害を与えたりずることびあり 
まず。 


通電中の USB 巧電 AC 電源アダプターや聲品に長 
時間ふれない 

長時間皮膚びふれたままになっていると、/ 

1を温やけどの原因となることがあります。1 

禁止 


コード類は正しく配置ずる 

コード類は足に引っかけたりして引っぱ 
ると製品の落下や転倒などによりけがの 
原因となることびあるため、充分注意し 
て接続、配置してください。 


0 

禁止 


長期間使わないときは電源プラグを抜く 

長期間使用しないとさは安全のため USB 充電 AC 電源ア 
ダプターをコンセントから抜いて<ださい。絶縁劣化、 
漏電などにより火災の原因となることびあります。 



をな仕様 


定格入力電圧 

AC 100 -24 日 V 、50/60 Hz 

定格出力電圧 

DC 日.日 V 

定格出力電流 

800 mA 

消費電力 

7 W 

最大が形寸法 

約 63 x 33 x 63 mm 
(幅/高さ/奥行定） 

(突起部を含まず） 

質量 

約10 Og (ケープル収納ケース、 
WM - P 0 RT (22 ピン）用接続ケー 
ブル含む） 

付属品 

WM - P 0 RT (22 ピン）用接続ケー 
スレ X 1 

ケーブル収納ケース xj 
取扱説明書 X 1 
保詔書 


本 機の外観及び仕様は、改良のため予告なく変更するこ 
とびありますび、ご了承ください。 


よくあるお間い合わせ，南みち法などはホームページをごま用ください。 

http :// www . sony . co . jp/support 





フリーダイヤル 

0120 -333-020 

携帯電話 •PHS •—部の IP 電話 

04巨己-3 1-2 已11 

フリーダイヤル 

0120 -222-330 

携帯電話中 HS. —部の IP 電話 

046巨 -31-2 已31 

※お扱説巧書' U モコン等の睛入相談は 
こちらへお間い合 0 せください。 


♦ 


上記番号へ接続を、最巧のガイダンスが流れている間に 

巧9引 + r#j 

を巧して < ださい。直接、担当を□へおつなざします。 


FAX 供ち） 0120-333-389 

受け時間月〜金:日:00〜90:00 ±•曰•祝曰:日:00〜17:00 
ソニー株式会社 于1日 8-0075 ま京都港区港南1 -7- 1 












主な特長 

• 電源コンセントから （PC を使わずに）、ソニー"ウォー 
クマン* 1 "へ電源を供給巧能 

-WM-PORT (22 ピン）搭載の"ウォークマ:/"に対応が 
- USB 充電対応の“ウォークマン"に対応が 

• WM-PORT (22 ピン）用接続ケープルを付属 

• 付属ケープル専巧の収納ケースを付属しているので持 
ち運びにち便利（一緒に持ち運びやすい本体への取り 
付け構造ち採巧） 

• 電源プラグ部に約巧0度回転巧能な「スイングプラグ」 
を採巧 

-多くの電源コンセントや電源タップで使用可能 
一持ち運び時には、電源プラグ部は邪魔にならないよ 
ラに収納巧能 

• AC1 日日〜240 V 50/60 Hz の入力電圧に対応している 
ので、世界中ほとんどの電源で使巧可能が 

*1 "ウォ ーク7ン"、 "WALKMAN’’、‘‘WALKMAN"n ゴは、 
ソニー 株式舍社の登録商標です。 

が対応機種の最新情報は、最新のカタ n ヴやホームページを 
ご確認ください。 

が電源コンセントのお状は、各国や各地で異なりますので、 
市販の電源プラグ変換アダフターを一緒にご使用くださ 
し1。（本製品には電源プラグ蜜換アダプターは付属しており 
ません。） 


巧いかた 

本機は US 巨巧電 AC 電源アダプターからケープル収納 
ケースを取りはずすことびでをます。取りはずしたケー 
プル収納ケースは表側に取り付けることびでさます。 


ケープル収納ケース 

I 



ピン）用接続ケー 
ブル 


ケーブル収納ケースには、 WM-PORT (22 ピン）巧接続 
ケーブルび付属されています。 

ごミち意 

AC プラグを引を出した状態では、裏側（機銘板側）に 
ケーブル収納ケースをしっかりと取り付けることはでき 
ません。充電の際はケープル収納ケースをはずすか、表 
側に装着した状態でお使いください。 

巧電をおめる 



1 本機とウオークマンを接続ずる。 

ご使用のウオークマンによって接続ち法び異なります。 

WM-PORT の場合 （® 参照） 

本機に付属の WM-PORT に2ピン）巧接続ケーブル 
で接続します。 

USB プラグの場合 （® 参照） 

直接本機に接続します。 

上記な巧の場合（©参照） 

ウオークマンに付属の専用 USB 接続ケープルで接続 
します。 

ごを意 

本機に付属の WM-PORT (22 ピン）用接続ケーブル 
は、本機専用のケーブルです。パソコンには接続しな 
いで<ださい、パソコンの故障の原因となります。 


2 コンセントに差し&む。 

3 ウオークマン側で巧電に必要な操作を巧 
ラ。 

詳しくは、ウオークマン側の取扳説明書をご覽くだ 
さい。対応機種によっては、充電をするための操作 
び必要のない機種ちあります。 

WM-PORT (22 ピン）用接続ケーブルを 
取0出ず 

2つのプラグをはずしてからケープルを取り出しまず。 



WM-PORT (22 ピン）用巧続ケーブルを収 
納ずる 

ケーブルを入れてから2つのプラグを止めます。 



ごを意 

• 本機は容易に手び届くよラな電源コンセントに接続 
し、異常び生じた場合は速やかにコンセントから振い 
てください。 

• 本機を本棚や組み込み式キャビネットなどの狭い場所 
に設置しないで < ださい。 

• 火災や感電の危険をさけるために、本機を水のかかる 
場所や湿気のある場所では使巧しないでください。ま 
た、本機の上に巧瓶などの水の入ったをのを置かない 
で < ださい。 

• 充電は周囲の温度び日〜35 DC の環境で行ってください。 

• USB； Vブや USB 延長ケーブルをご使巧の場合の動作保 
証はいたしかねます。必ず、ウオークマンに付属の専巧 
USB 接続ケーブルなど、ウオークマン側の指定する接 
続ち法に従ってください。 


巧かでご巧用になるかたへ 


使用上のごま 意 

置いてはいけない場所 

使用中、保管中にかかわらず、次のよラな場所に置かな 
いでください。故障の原因になります。 

• 異常に高温になる場巧 

炎天下や夏場の窓を閉め切った自動車巧は特に高温に 
なり、放置すると変形したり、故障したりすることび 
あります。 

• 直射日光の当たる場所、熱器具の近く 

変形したり、故障したりすることびあります。 

• 激しい振動のある場所 

使用について 

• 本機を使巧ずる前には、おず接続する機器の定格電 
圧、定格電流を確認の上ご使用ください。 

• 本機の使巧状態によって、定格電流より過大な電流が 
流れた場合は、ま全の為に本機の出力電圧が一時的に 
遠切れ、使用されている機器の電源が切れる場合があ 
りまず。 

• 強い衝擊をちえたり、落としたりしないでください。 

• 使巧後は必ず US 巨巧電 AC 電源アダプターをコンセン 
卜から振いておいて < ださい。 

• コンセントから抜くとさは本機を持って撤いてくださ 
い。 

• 本機の接点部に他の金属類び輔れないよラにしてくだ 
さい。ショートすることびあります。 

お手入れについて 

• 巧れたとをは、柔らかい巧やティッシュペーパーなど 
で、きれいになき取ってください。 

汚れびひどいとさは、水でラすめた中性洗剤に柔らか 
い巧をひたし、固くしぼってからミちれ封式き取り、乾 
いた布で仕上ばてください。 

• アルコール、シンナー、ベンジンなどは使わないでく 
ださい。変質することびあります。 

• 化学ぞラさんをご使用の際は、その注意書きに従って 
<ださい。 

• 殺虫剤のよラな揮発性のをのをかけたり、ゴムやビ 
ニール製品に長時間接触させると、変質することびあ 
ります。 


巧証書とア フターヴー ビス 


保証書 

• この製品には巧証書び添付されていますので、お買い 
上げの際お買い上げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大 
切に保ちして < ださい。 

• 保話期間は、お買い上げ曰より1年間です。 


本徽 ま、 AC100-240 V. 50/60 Hz の範囲でお使いいた 
だけます。そのため、巿販の変換プラグアダプターなど 
を使えば、世界中のほとんどのホテルおよび家庭巧電源 
で使巧できます。ただし、電源コンセントの形状はを 
国、各地さまざまですので、お出かけ前には旅 t 于代理店 
などでお確かめください。 

変換プラグアダプターがな<てちなえるまな 
国/巧巧 

-曰本 -カナダ 

■アメリカ ■メキシコなど 

そのほかの国/地域については、旅行代理店でお確かめ 
<ださい。 



アフターサービス 

調子が悪いとをはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合の悪いとまは 

お買い上げ店またはお近くのソニーサービス窓□にご巧 
談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。 
詳しくはな証書をご覧ください。 

巧証巧聞経過後の修理は 

修理によって機能び維持で定る場をは、ご要望により有 
料修理させていたださます。 

部品の巧有期間について 

当社では本機の補修用性能部品（製品の機能を維持するた 
めに必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有していま 
す。この部品保有期間を修理可能期間とさせていただを 
ます。保有期間び経過したあとち、故障箇所によっては 
修理可能の場合びありますので、お買い上げ店またはソ 
ニーヴービス窓□にご相談ください。 






